
第２回 大分県有識者会議（平成３０年５月２８日開催）概要 

 

○議事 

（１）九州の地震活動と地殻変動の特徴について（清水委員） 

・ 平成２８年４月１６日に大分県中部で発生した地震は、熊本地震の

「動的ひずみ変化（地震のゆれ）」によって誘発されたが、「静的ひ

ずみ変化（永久変位）」にほほとんど影響がなかったと見られる。 

・ 熊本地震の後、阿蘇山では小さな噴火が観測された。火山地域では

マグマや熱水活動などが絡まって複雑な影響を与えることが考えら

れる。 

（東日本大震災でも同様の影響が観測されている。一方でその影響

の規模は今後の課題。） 

・ １９９９年、２０００年に益城町の布田川日奈久断層が接続してい

る部分でマグニチュード５．０の地震が発生している。熊本地域で

はひずみをため込みながら、小刻みに解放する傾向にあり、大分県

でも同様の傾向が見られる。 

 

 

 

資料１



（２）被害想定調査について（県防災局） 

・ 平成２０年調査、平成２５年調査における想定地震と震源断層モデ

ルの整理。 

・ 調査見直しの基本方針の提示 

 

（委員からの意見等） 

・ 地震発生層の深さが、２０年、２５年の調査では１５ｋｍとなって



いるが、今回の調査ではもっと浅くてよいのではないか。 

・ 熊本地震では、強いゆれだけでなく、数秒かけて地殻変動が起きる

ような揺れが観測されており、そうした周期の長いゆれにも検討が

必要。 

・ これらの地震が発生したらどのような現象が生じるのかということ

が一番の関心事。この後、この会議の中で社会的被害想定が出てく

ると思うが、県民に広く知ってもらう取組も重要。 

 

○まとめ（会長） 

・ 基本的な考え方として、平成２０年と平成２５年の調査の考え方を

踏襲する。 

・ 地震動調査は、中央構造線断層帯、日出生断層帯、万年山－崩平山

断層帯を対象として行い、それ以外の想定地震も含めて社会的被害

想定調査まで実施する。 

・ 震源断層モデル、地下構造モデルについては最新の知見を有効に活

用する。 

・ 津波断層モデルは、平成２５年調査のモデルは活用する。 

・ 社会的被害想定調査は、最新の国勢調査を参考にするなど、社会条

件の変化や市町村合併に配慮する。 


